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1．はじめに
コンクリートに備わる強度・遮断性
急他の両村を年倒し、可塑性・施「二里・
経済性およびテクスチャー叫の魅力も合
わせ持つ。Lつまり、型枠の隅・々まで充
填することが可能なコンクリートの特
徴を一発揮することで、素材感のある創
造性豊かな建築物が誕生する。その素
材をあるがままに表現するという思想
で、今やコンクリートの打放しが成熟
し、市民権とブランド性を確保した。、
しかし㍉あまりにも馴染みの深い素
材であるため、つい本質を見逃しがち
になる。例えば、不具合をそのまま露
呈している壁面や汚れていくことへの
戸惑いもないような打放し建物をよく
目にする。
こうしたことから．、打放しコンク
リートには弱点があり、それを克服す
る必要がある。それには、素地となる
去層の特性を理解し、また嚢層劣化蟹
田を把握することが不可欠であろう（、さ
その上で、適切な対策を講じることが
賢明といえる．ニ
以下、これらについて概観してみる
ことにするも）
2．著名建築家の作品
木造文化から近代建築への急速な転
換を果たした日本では、コンクリート
による造形表現は世界l桝二見ても独特
な歩みを遂げてきた。
帝国ホテルの設計者であるライトと
ともに来日したレイモンドが日本にお
持てコンクリートを空間表現の素材と
して積極的に使い始め、戦前戦稜にか
けてコンクリート作品を次々に完成さ
せた自作H団・に来日、引晶・甘情音楽
セン渾一組黛飢饗享等ヨむレ当主驚詣当省は
日本建築が持つ簡素な美しきに魅せら
れ、氏にとってのコンクリートとは．、
何よりも建築空間における構成要素そ
のものであり、木造と同じく生地のま
ま表現されるべきもののようだった。、
次いで、レイモンドに学んだ前川軸
男［韓品番東京文化会館軸紺博幸別
は、コンクリートとも・‘lう素材が、雨選
の多い日本気娘風土では予想以上に汚
れることから、汀放しを疑問視した。ご
しかし、この問題点を克服しながら
も、コンクリ・一卜表現を強く意識した
作品を創造している。
∴方、レイモンドや前川とは全く異
賀意視点から、果敢にコン針圧帽
現に挑品海戦榛酌建築を旺層的なお強
運で輝いたのは丹下健三摘稲生臓
文化患暗拍爛離酎肇絹で儀甘塩鷹
の時期は那放しヨン鮮j一拍報摘滴
であった。
撒年代に見るとコンプ牛車時代の到来
もあって、コンクリー絹丁放しは絶対
的な表現ではなくな軒∴化粧が施され
ることによりコンクリートの衷情が変
化し始めた。＞　この時期、眠りかけたコ
ンクリートの魅力をrji‘1jき起こしたの
が、安藤忠雄　曹晶錬性讃拇畳屋融閥
年目で轟る愚説健紀を迎見た現在でも
紺放し建築に精力的墨二取り組んでいる
脾品瀧淡路夢舞台紐帥軌等蕩朝
等お
こうLと中で」出し二号クート・、ここ
熟成し、建築兼現の粛報として市民橙
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3．蛮地となる表層特性
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げの痕跡を残さずコンクリー トの美観
を維持する.･封こ特徴がある:
後 者 は ､経 牛劣化に応 じて､生地模
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